
 
 

 

糖脂質は細胞の種類や状態により構造が異なり、その組成比や単一構造その

ものが細胞機能を制御することで、様々な生命現象に関与している。一般的に

糖脂質代謝はゴルジ体で行われるが詳細な機構は解明されていない。解決の糸

口として我々は細胞内で糖鎖修飾される蛍光標識化糖脂質プローブ

(LacCer-BODIPY)を用いて、糖脂質の組成および局在変化の解析を試みている。 
本研究において我々は、プローブの添加条件および顕微鏡操作法を精査し、

ライブセルイメージングを行った結果、糖脂質のリサイクリング経路の可視化

に成功した。また、神経様細胞の分化過程における膜流動性変化について本プ

ローブを用いて計測したところ、流動性の上昇が神経様突起伸展の起因となる

ことを見出した。
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